
 

アフリカ理解プロジェクト  

第６回「アフリカの食と食材」セミナー報告書  

 

 
 
 

 
はじめに 
「雑穀」というと、鳥の餌などといった、マイナスイメージが多くの人にありませんか？ 
	
 雑穀と一言で表されるけれど、その種類は実に多く、雑穀の起源の多くはアフリカやア

ジアです。アフリカ起源の雑穀が、世界ではどれだけ、どのように食べられているのでし

ょうか。また、人類がどのように農耕を始めたかという関心事は、その穀物の起源をたど

ることに起因します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講座名：日本に伝播したアフリカ起源の栽培植物と料理 
	
 	
 	
 	
 ~こんな作物もアフリカからやって来た~ 
講師：木俣	
 美樹男 
開催日時：2013年 2月 17日（日）13:00-14:30 
開催場所：JICA横浜 
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１．気候と雑穀 
  穀物の起源を考えるにあたり、生育地の気候の特徴を捉えることが必要です。なぜなら、
地中海気候、サバンナ気候、熱帯気候など気候、降水量などの影響を多いに受けるからで

す。図は、穀物の発生地と伝播ルートを表してます。アフリカやインドが発生地の穀物に

は、ササゲ、シコクビエ、ヒョウタン、ゴマなどがあり、サバンナ農耕文化と呼ばれます。

これら穀物の発生地の気候は、サバンナ気候に属します。 

 
2．栽培植物の起源と地域 
 栽培植物の起源を地域別に見てみる
と、地域にあった穀類、マメ類、イモ

類などがあることが分かります。 
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 阪本(1995) 
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 アフリカ起源の穀物と言えば、トウジンビエとモロコシの研究が進んでいます。これは、

アフリカの人口増加に伴うものです。日本でも雑穀は、最近では健康食として、高級食と

して米より高く売っています。 
	
 また、アフリカでは新しいものを取り入れつつ、伝統的なものを大事にしようという動

きがあります。バイオバーシティ・インターナショナルでは、在来種品種を大事にするよ

うな提案を行っています。さらに、品種改良の為の種は、購入するこが法律上決められて

いますが、そうではなく、自分たちで在来種を集めて増やしていこう、という提案も積極

的に行っています。 
 

３．アフリカの雑穀とマメ／日本における雑穀 
 
	
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 例えば、京都では、ササゲはご先祖にお供えする為のもので、広く売られています。京都
では、伝統食として大切にされています。 
	
 雑穀から蕎麦を作ったり、お雑煮にモロコシでできたモチを入れたりもします。 
	
 これらは、アフリカ起源の食物で、しかも日本では高級食として扱われています。 
 
	
 インドではいろんな品種を持ち揃えています。これは、ききんが起きると種が絶えてし

まうことを避けるためです。 
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４．語族の分布 
	
 雑穀の語族と地域にも関係性があります。穀物の起源と伝播ルート、および語族の分布

は下図のようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめ 
	
 雑穀は種類が多くて定義が難しいです。阪本氏によると、サバンナ気候で、夏に生育す

るものを雑穀としていますが、それにあてはまらない雑穀もあります。ですから、雑穀の

起源と言語、あるいは人間の生活から、雑穀を理解することよいのではないかと思います。 


